
はじめに

最近、医療・教育・心理機関における臨床現場で

よく使用されている心理検査にロールシャッハテス

トやバウムテストがある１）。知覚すなわち印象と理

解を通じて診断するロールシャッハテストに対し、

運動を媒介とする手段すなわち表現と表示を媒介と

し、さらに行動の軌跡として残すことのできる方法

として、バウムテストが臨床場面でよく活用される

ようになってきた２）。

バウムテストとは投影法の一つに分類されている

性格検査である。１９４９年にスイスのコッホがドイツ

語で「バウムテスト－精神診断学的補助手段として

の樹木画テスト－」として公刊し、１９５２年には、そ

の英訳版の訳書３）が出版され、バウムテストが実施

されるようになった。

実施方法は、被検者に A４版の白い画用紙と柔ら

かい鉛筆（４B）、消しゴムを与えて「実のなる木

を描いて下さい」と教示する。描いた木が非常に不

自然だったり、十分にできあがっていなかったり、

あるいは、もっと他の点や他の層について検討した

いときは必要に応じて２回以上テストを繰り返すよ

うに指示する。そのときは「前に描いたのとはち

がった実のなる木をもう一度描いて下さい」と教示

する。このように実施方法は非常に簡単であるが、

バウムテストの解釈は大変難しく、そのテストを分

析し適切な人格特性や診断を引き出すためには、か
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なり多くの臨床経験が必要になる。

コッホはバウムテスト解釈の３側面として次の３

つを挙げている３）。

①空間象徴：樹木の紙面における配置の意味を読

みとること。紙面のどの位置にどのような方向付け

をもって描かれたかによって、その人物の生活空間

における自らの位置付けおよび対人関係の場におけ

るその人物のあり方を推測することが可能である。

②形態分析：描かれた樹木の形を分析すること。

描かれた樹木の形を年齢段階に従って分析していく

と、発達とともに形態が変化していく。

③動態分析：鉛筆の動きを観察すること。同じ形

態の樹木でも、描く人物の性格によって鉛筆の動き

が異なり、その相違からその人物の性格を読みとる

ことができる。

実際的にバウムテストを解釈するときには、これ

ら３つの側面からの観察が同時に行われ、総合的に

評価されている。この３つの側面について具体的に

事例を通して説明し、バウムテストの心理療法の中

での臨床的応用について考察することを目的とす

る。

１．樹木の紙面における配置の意味について

バウムテストの解釈の一助としてグリュンワルド

の空間図式（図１参照）を取り入れている。多くの

人の平均的傾向をみると、左下から右上へ向かう対

角線上に過去、現在、未来をあらわす点がある。そ

して、左下は原初、起源の領域で幼児期への退行を

示し、右上は目的、終末、結果をあらわし能動性の

領域で生への対決を示す。右下は拒否、取り消しの

領域で敗北感を示す。左上は回避、受動性の領域で

生への傍観を示す。また、交叉点から左へ向かう領

域は自我と過去との関係を示す領域で内向性をあら

わす。逆に、右へ向かう領域は自我と未来との関係

を示す領域で外向性をあらわす。

たとえば、図２は神経症的な傾向を示す不登校の

中学校２年生の女子の描いた木である。空間的な位

置からみれば、右下の領域に描かれている。右下は

拒否、取り消しの領域であり、敗北感を示してい

る。つまり、自分は何をしてもだめであるというよ

うな自己否定の気持と、学校においても学習的にも

体力的にも友達に劣るという敗北感の中に自己を定

位させていると考えられる。また、これとは別に不

登校の子供で左上の領域に木を描く子供もいる。左

上は回避、受動性の領域で生への傍観を示してい

図１ 空間図式
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る。つまり、このような子供は学校における自分の

座を失って、傍観者的立場、回避の空間へ自己を定

位させていると考えられる。図３は１８歳の女子が描

いた木である。これは木の左側の部分だけが表現さ

れている。空間図式が示すように左側は自我と過去

との関係を示す領域で内向性をあらわす。つまり、

外界に関心を示さず、対人接触を避け、過去に固着

している状態と考えられる。

このように、バウムテストにおいて描かれた樹木

が紙面のどの領域に定位させられているかにより、

被検者の生活の場におけるあり方が空間図式により

解釈され意味付けられている。

２．描かれた樹木の形の分析について

特徴的な樹木の形を取り上げ、心理的な意味付け

について考えてみることにする。

図４は神経症的な成人女性が描いた木である。木

図２ 不登校傾向 図４ 神経症的傾向

図３ 対人恐怖症状
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が紙面からはみ出している。これは感情のコント

ロールができにくい性格傾向であることを示してい

る。幹の表面にある切り取られた前方の枝は抑制傾

向を示し、自分の欲求を抑制した衝動が心の中に潜

在していることが分かる。右側についている切り株

は心的外傷体験を示すと考えられる。これは、これ

までの生活経験の中で心理的に非常にショックを受

けることがあったことを示し、切り株が幹の下の方

にあればあるほど年齢の低い段階でそのような体験

があったと考えられる。落ちる葉は解かれること分

かれることを意味する特徴であり、自分の感情をす

ぐに発散させ、自己を簡単に表現する傾向があると

考えられる。落ちる実は失われること、喪失するこ

とを意味する特徴と考えられ、これまでの生活経験

の中で犠牲にしたことや諦めたことがあるというこ

とを示している。

図５は学校でも全く友達もできず、孤立している

中学校１年生の男子の描いた木である。円形の地平

線は孤独感を表し、自分は一人ぼっちであるという

感情が強いことを示している。冠部の下の幹の低い

ところから出た枝は部分的な発達抑制を示してお

り、退行所見が認められる。樹冠の中に枝が全く描

かれていないのは対人関係の悪さを示している。

図６は心身症状をともなう成人女性の描いた木で

ある。地平線が傾斜しており心理的な安定性を失

い、足場が不安定な状態を示している。すぐに人に

不信感を抱きやすく適応性のない傾向を示してい

る。

図７は１４歳の情緒障害の男子の描いた木である。

枝が交叉しており情動と自己統制との間に葛藤状態

があることを示している。つまり、自分自身の心の

中に自己に矛盾する両価的な感情があり、その２つ

の感情の中で葛藤状態に陥っていることを示してい

る。

図５ 孤立傾向 図６ 心身症的傾向
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３．運筆の観察による分析について

運筆の観察による分析はその形態水準の程度に

よって解釈が異なってくる。たとえば、運筆が規則

的であるか不規則であるか、均衡がとれているか不

均衡であるか、速いか遅いか、渇筆か潤筆か、広い

か狭いか、豊かか貧しいか、飾りたてているかおざ

なりであるかなども形態水準の高低によって二義性

が生ずる。そのため、表１のような解釈仮説適用の

表を参考にして運筆の観察による分析を行ってい

る。

４．症状経過にともなう樹木の形態の変化について

〈症例１〉中学校３年生（女子） 心身症状をとも

なう不登校

（初診時の症状）

小学校６年生の頃から腹痛があり、朝学校に行く

頃になるといつも腹痛が起こっていた。また、血圧

が低いため朝学校にいく時間になってもなかなか起

きれないという状態であった。家庭環境においても

父親が長期入院をしているため、母親がその付き添

いで１日おきに病院に泊まらなければならず、本児

は一人っ子のため夜１人で家にいなければならない

という状況であった。

（バウムテスト所見）

図８は初診時に実施したバウムテストである。木

全体が左へ傾斜しており、根が地平線の下に隠れて

しまっている。これは心理的な不安定さと防衛的態

度の強さを示している。また、幹の表面にある線は

感受性の強さを表している。

図９は３ヶ月程経過してから描いた木である。こ

の頃になると心身症状もほとんどなくなり、心を打

ち解けて話し合えるような友達（ボーイフレンド）

ができ、その友達と同じ高校に入りたいといって頑

張って学校に通い始めた時期である。また、父親の

図７ 情緒障害

表１ 運筆による解釈仮説

形態水準 ＋ －

不規則性
規 則 性

感情の有意
意思の有意

感情生動性
意志の強さ

意志の弱さ
感情の冷たさ

均 衡
不 均 衡

低い興奮性
高い興奮性

平静化
感受性

無感応
易刺激性

形態水準 ＋ －

急 速
遅 緩

活動欲・感情生動性
静 穏・平 静 化

不 穏・感情興奮性
不活発・冷 淡

弱 圧
強 圧

敏 捷・繊細さ
意志力・抵抗感

意志薄弱・不安定性
鈍 重・短 気

潤（側）
渇（直）

生のよろこび・直観性
自己統制力・精神性

放 縦・粗 野
禁欲的・概念性

広
狭

熱中・想像力
克己・理論性

奔放・無 批 判
臆病・無味乾燥

連 綿
分 離

論理性・組織的思考
思想豊富・直観能力

思想貧困・移 り 気
飛躍性・抽象力欠乏

豊
貧

形 式 感 情・外観重視
合目的意識・即 事 性

誇 張・非 即 事 性
外観軽視・形式感情乏

飾りたて
おざなり

喝采願望・自画自賛
非厳密性・狡 猾
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退院の日も決まり表情も明るくなってきた頃であ

る。

図８と比較すれば、樹冠の大きさも幹の太さも広

がりをみせ大きくなっている。これは自分の生活空

間が広がり自我が強くなってきたことを示してい

る。また、左への傾斜もなくなり根もつけられ心理

的な安定感がでてきたことがうかがわれる。樹冠の

中に実のほかに花もつけられ、ボーイフレンドがで

きたために外観を気にし自分を飾ることに関心がで

てきていることもわかる。

〈症例２〉１９歳（女性） 不安神経症

（生育歴）

本人は第２子として出生し胎生期、周産期、乳児

期において特記すべき異常はなかった。幼稚園から

小学校の時期にかけて友達との関わりも少なく、い

つも似たような性格の友達２～３人と遊んでいた。

家庭では勉強のことで父親に叱られることがたびた

びあった。中学校の時、先生に叱られクラスの友達

の前で恥をかかされる経験をもったことがあった。

高校入学後、体育担当の先生から皆の前で叱責を受

け翌日から学校を休み始める。それ以後、朝は家を

出るが学校へは行かず学校からの連絡で休んでいる

ことがわかる。学校側から休学か退学かを進めら

れ、高校１年の６月に退学する。高校退学前後、本

人は父親にたたかれることがたびたびあった。高校

退学後、３ヶ月間程家の中に閉じこもっていた。そ

の後、近所のスーパーマーケットの袋詰めの仕事を

始めるが、店の人から「こんな所に働きに出すなん

てどんな親なんだ」「専門学校に行けばいいのに」

などと言われ、１年間程でやめる。その頃から心身

症状を訴えるようになり病院を転々とするが異常な

しと言われる。以後、家の中に引きこもりテレビば

かり見るようになる。布団は引きっぱなし、窓も

図８ 初診時 図９ ３ヶ月後
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カーテンも閉めたままで自分の部屋に誰も入れよう

としなかった。母親が仕事をやめてから、ますます

母親に引っ付くようになる。姉が寝ている時に布団

の上にお湯をかけることが２～３回あった。弟に対

しても攻撃性を向けることがあった。

（初診時の症状）

心身症状としては、胸が苦しい、頭痛、肩の痛

み、首の痛み、声がつまってでない、視覚異常（物

が二重に見える）などを訴えていた。

対人恐怖症状としては、一人で外出できない、母

親と一緒に外出しても過緊張になり息苦しくなるな

どであった。

家庭での問題行動としては、母親に対する攻撃行

動や依存行動、弟に対するこだわり行動などであっ

た。

（バウムテスト所見）

初診時から半年ごとにバウムテストを実施し、症

状経過にともなう樹木の形態の変化について分析し

た。

図１０は初診時に実施したバウムテストである。枝

は伸びきっておらず、実は冠部の中にはりついた形

であり、社会性の未熟さと対人関係の悪さを示して

いる。幹の下には根っこも地平線もなく木が宙に浮

いた状態で描かれており、情緒的な不安定さと自我

の弱さを示している。

図１１は心理治療を開始して半年後に実施したバウ

ムテストである。前回よりは枝も伸び実も枝からぶ

ら下がった状態で描かれており、人に対する関心も

増し外界への自我の働きかけが少しでてきたことを

示している。一方、前回と同様幹の下には根っこも

地平線もなく依然として情緒的な不安定さが感じら

れ、不安傾向の強さを表していた。

図１２は心理治療を開始して１年後に実施したバウ

ムテストである。幹の下には根っこが描かれ地平線

図１０ 初診時 図１１ 半年後
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らしきものも表れ、情緒的な安定感がでてきて自己

コントロールが少しずつ可能になってきたことがう

かがえた。枝には葉もつけられ人目を気にする傾向

もみえ、みせかけを良くしようとする欲求も表れて

きた。

図１３は心理治療を開始して１年半後に実施したバ

ウムテストである。幹の下方も広がりを見せ、自我

も強化され自分を客観的にみるだけの心のゆとりも

表れてきた。枝には実と葉がバランスよくつけら

れ、心的エネルギーが高められ行動面における自主

性もでてきた。

図１４は心理治療を開始して２年後に実施したバウ

ムテストである。この時期になると心身症状も対人

恐怖症状もほとんど消え、一時のようにカッとする

回数も減少してきた。家庭内では積極的に母親の手

伝いをするようになり、母親と一緒であれば外出も

できるようになってきた。父親や弟に対する見方の

図１２ １年後

図１３ １年半後

図１４ ２年後
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変容も生じてきて「父も弟も我慢してくれている」

などと言い、父親に対して「自分とよく似ている」

と父親像を受容していく態度もみられるようになっ

てきた。「自分が変わらなければだめだと思った」

と自己洞察から自己概念の再体制化に向けての動き

もみられるようになり、周囲の人に対してもペース

を合わせられるようになってきた。このような時期

に描いたバウムテストであるが、冠部の境界線もな

くなり枝が勢いよく外界に突き出している。これは

自我のエネルギーが豊かになり外界に対する働きか

けに積極性がでてきたことがうかがえる。また、自

分の枠組を抜け出し環境に適応していこうとする融

通性と協調性がでてきたことも示している。地平線

の上にしっかり立っている木は情緒的な安定性を示

している。木には大きな実がつけられ目的性がはっ

きりしてきたことを示している。

このバウムテスト実施後、２週間程してから本人

が来室の時にいつも持ってきてくれるノートの中に

「先生ありがとうございました」ということばが見

い出され、カウンセリングを終結するに至った。

おわりに

事例を通して述べてきたようにバウムテストが心

理療法のなかで実施される場合、それを治療に生か

す臨床的な応用が可能である。患者がバウムテスト

を通して自分の心の深層を表現し、治療者に何らか

の治療的ヒントを与えてくれている。治療者は患者

がバウムテストを通して自分の心のどの層、どの領

域にまで反応しているかをみきわめ、信頼関係を深

めることにより、さらに深層レベルの表現に導かね

ばならない。患者の心の深層から表現されているバ

ウムテストこそ治療者に訴えるサインも明確なもの

となる。

角野５）６）も「バウムを縦断的にみていくということ

はバウムと関わる、すなわちその描き手としっかり

関わるということであり、それは心理検査がどうこ

うと言う問題ではなく心理療法そのものである」と

言っている。

今後、バウムテストを心理検査としてだけでなく

心理療法的な視点から、さらに検討を深めていく必

要性があると考える。
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